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第3学年2組女子保健体青科(保健分野)学習指導案

指導者伊藤紫乃

学習のくくり「健康な生活と病気の予防J(1 8時間)

2 共通テーマを軸とした教科カリキュラムの構想図

保健体育科3年間でめざす姿

生涯スポーツや健康・安全上の課題解決に必要な実践力を高めるとともに，現在および将来における，

自他の明るく豊かな生活実現に向けて，主体的に運動やスポーツを活用したり，自他の健康を保持増進し

たり，安全を確保したりしようとする生徒

保健体育科3年間の共通テーマ

誰もが心身ともに健康かつ安全に生活し 運動やスポーツによる豊かさを実感できる社会を実現するた

めに，自分はどのように生きていきたいか

<保健分野の共通テーマ>自分にとって， I健康Jや「安全」とは，どのような存在か。なぜ，社会全体で「健康jや「安
全jについて取り組んでし、かなければならないのだろうか。なぜ，中学校で「健康jや「安全jについて学ぶのだろうか

保
健
分
野

心身の発達と心の健蔑

思春期をむかえた私たちの
心と体は，どのように変化
するのだろうか。心の健療
を保つために，どのように
心や体の変化に向き合っ
て生活していこうと考えるか

健康と環境
環境は，私たちの体にどのような影響を与える
のだろうか。健康を保つために，どのように環境
をコントロールしていこうと考えるか

鍵路な生活と病気の予防

傷害の防止
傷害は，どのような要問で起こるのだろうか。健
康と安全を保つために，ど、のように傷害を防止し
たり，傷手軽に対応したりしていこうと考えるか

<体育分野の共通テーマ>自分にとって， I運動Jや「スポーツJとは，どのような存在か。これからの社会にとって， I運
動」や「スポーツJとは，どのような存在なのだろうか。なぜ，中学校で「運動Jや「スポーツJについて学ぶのだろうか

{本ほぐしの運動3

体力を高める運動3

体っくり運動
心や体をほぐしたり，体力を高めたりするためには，どのように運動すればよいのだろ
うか。体つくり運動の魅力とは何か

体ほぐしの運動1 体ほぐしの遼動2
~ 

体力を高める運動1 体力を高める運動2

器械運動
器械運動の各運動で，技をよりよくできるようにしたり，演技をしたりするためには，ど
のように運動すればよいのだろうか。器械運動の魅力とは何か

マット遼動 跳び箱運動

陸上競技
陸上競技の各種目で，よりよい記録を出すためには，どのように運動すればよいのだ
ろうか。陸上競技の魅力とは何か

民謡皐ぷ

水泳の各泳法で，よりよい記録を出すためには，どのように運動すればよいの
だろうか。水泳の魅力とは何か

;氷
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平泳ぎ クDール 背泳ぎ

心え孟ネヰ

ダンス
仲間とともに感じを込めたり，イメージをとらえて表現したりするためには，どのように
踊ったらよいのだろうか。ダンスの魅力とは何か

部{乍ダンス 1 創作ダンス 2 創作ダンス3

ゴ、ール型球技 サッカーやバスケットボーノレで、勝つには，どのようにプレイすればよいのだろうか。
ゴール型球技の魅力とは何か

サシカ-1 バスケットポール サッカ-2

ネット型球技
バドミントンやバレーボーノレで、勝つには，どのようにプレイすればよいのだろうか。ネッ
ト型球技の魅力とは何か

バドミントン バレーポール

ソフトボーノレで、勝つには，どのようにプレイすればよいのだろうか。ベースボーノレ型球
ベースボール型球技

技の魅力とは伺か

ソフトポール1 ソフトボール2

武道 柔道で勝つには，どのように技をかければよいのだろうか。武道の魅力とはイ可か

柔道1 柔道2 柔道3

学習のくくり

の表記方法

共通テーマ(明朝体)
学習内容(丸ゴシック体)

※保健分野の共遺子ーマ。体務分野の共通子ーマー保健体育科3年間の
共通子ーマl式学習の〈くりではなく.全体の学習の振り返りとして扱う。
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3 学習のくくり「健康な生活と病気の予防jについて

( 1 )学習の構想表

------一 |知識| スキル |情意一一一一一一 育成する資質・能力の要素と出国 IIClhsl国防llrGl
学習活動 一------ 階層レベル|育研|誌|夏 I荘|頁 I~

(遡は本町習場面) 三----下 降陣抑除除民演

予 I~共通テーマと共通課題の理解~ I1 I 1 I 1 
ダ 10私たちの健康の成り立ち (1) ~ 1 '_FI.L-\/~"J V/I};:cPJ'Ç V/J.JAI'../ .2..L. J_ '.1.1 212 
ズ| 健康が主体の要因と環境の要因のかかわりによって成り立っているp
1 .~-;_ -'>-.~'~lSn -~~~^-/~'~"Td3'~ 1 -，>- -?-'-""' +-7-_ ..f...I....'~-:::::.. --?<""'..f...I.... '~=m 1 3 2 ~I ことを学習し，学習全体の見通しをもっ。また，共通テーマや共通課!

よ| 題について理解する。 I 4 

0生活習慣と健康 (2) 11 1 1 1 1 
健康によい食事の仕方，日常生活への適切な運動の取り入れ方，休|2I 2|っ1-1 -1212 
養・睡眠の取り方について要点をまとめる。 I3 Iι 
O健康を守る社会の取組 (1) I 1 I 1 I 1 
保健・医療機関や薬品の有効利用，公衆衛生活動について要点をまと 1 LJ 

める。 121 21 21一I2 
つ 10ミニ追究活動 (2) I w 
か i救急蘇生の事例から，社会の一員として何ができるかを探る。
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0飲酒・喫煙・薬物乱用と健康 (3)
飲酒・喫煙・薬物乱用による身体への影響や，

習し，要点をまとめる。

0ミニ追究活動 (2)
人間が酒・たばこ・薬物に手を出したり依存したりする要因を探る。

0感染症とその予防 (2) I 1 I 1 I 1 
感染症への感染や発病のしくみ，感染症の予防，性感染症の概要と予! ~ 

防について学習し 要点をまとめる。 I2I 2 I 2 
0ミニ追究活動(1) 
現代の豊かな社会と感染症との関係を探る。 I3 I 3 

追 I~追究課題の設定~~追究活動》
ザ 10共通課題を受けた追究課題の設定と「提言書」作成 (2)
ゑ| 健康な生活のあり方や病気の予防の仕方について提言したい内容を，
脅 i つかむ学習で学んだ内容の中から自己選択し 追究課題を設定する。
玄| そして，インターネットや書籍などを用いて詳しく調べ，提言書とし
'-.../ I てまとめる。
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(2)

《交流活動~~撮り返りの記述~~振り返りの記述の交流》
Oi提言書j の交流と学習全体の振り返り (2)
「提言書Jの交流を通して，共通テーマに対する考えを深める。そし

て，気づきのメモも参考にしながら，これまでの学習全体を振り返り，

共通テーマに対する自己の最適解をまとめたり，仲間との交流を通し

て考えを深めたりする。

【期待する生徒の表れ}
・「提言書Jの内容について根拠を明確にして説明するとともに，他
者の提言に対して積極的に質問や意見を投げかけている。
-健康な生活のあり方や病気の予防の仕方について，追究する学習で
選択した内容以外の視点からも意見を述べている。
-社会の一員として，個人や集自の健康を保持増進するための自己の
役割について考え，振り返りの記述にまとめている。
-誰もが健康で豊かに生きられる世界の実現に向けた，自己の生き方
や社会のあり方について，振り返りの記述にまとめている。 など
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( 2 )本学習のくくりでめざす生徒の姿とその姿に迫るための具体的な手だて

中学生期は，免疫力が強く身体の成長もめざましいため，健康について深々と考えたり，健康の保持

増進に向けた意識や努力の必要性を感じたりすることが少ない。その一方で，彼らを取り巻く環境は，

食生活・食文化の急激な変化や有害薬物の市民生活への浸透，新たな感染症の出現，自然災害などの命

に関わる重大事故の発生など，健康を脅かす不安材料は多くなってきている。そのため，健康の保持増

進に向けた生活習慣を確立したり，誰もが健康で豊かに生きられる世界の実現に向けて主体的に行動し

たりしていくことの重要性が，従来にも増して高まってきている。そこで，本学習のくくりでめざす生

徒の姿を次のように設定する。

病気を予坊するための実践力を身につけるとともに，誰もが健康で豊かに生きられる世界の実現に

向けた，社会の一員としての自己の生き方ゃあり方について考える生徒

本学習のくくりでは，上記のめさす生徒の姿に迫るために，次の学習活動に取り組ませる。

まず，ガイダンスにおいて， WHOによる健康の定義に照らして白分たちの生活について振り返らせ

ることで，中学生が必ずしも健康とは言えないことに気づかせる。また，がん・心臓病などの生活習慣

病や危険ドラッグ，新型インフルヱンザなどの感染症，自然災害や重大事故の発生などが社会の大きな

問題となっていることを挙げ健康の保持増進には値人だけでなく社会全体での取組が必要であるこ

とに気づかせる。さらに，本学習のくくりの共通テーマや共通課題を提示することで，おぼろげながら

に学習を理解させる。また，学習計画表を示し，今後の学習の見通しをもたせる。

っかむ学習では 健康的な生活習慣のあり方や健康を守る社会の取組，飲酒・喫煙・薬物乱用，感染

症の予防について 教科書を用いて解説したり，実際の事件・事故・病気の事例を示したりすることに

より，ワークシートに要点をまとめさせ，基礎的・基本的な知識を習得させる。特に「健康を守る社会

の取組Jの学習では救急蘇生に大切なことは何かを考察させ 中学生も一市民であることの自覚をも

たせる。その理由として，現在，救急車が到着するまでの時間は約9分間と言われているが，例えば，

自然災害が発生した場合には，連絡手段が断たれたり，道が寸断されたりするため，さらに時間がかか

ると予想される。このような場合 その場に居合わせた一般市民による救急蘇生が最も重要となるから

である。浜松市内の中学校では， I中学生のための救急蘇生講座」が開催され，本校でも希望する生徒

が参加している。新学習指導要領においても，個人生活で活用できる知識・技能として心肺蘇生法等の

技能に関する内容を充実するよう示された。しかし，学んだ知識や技能を再確認する機会が少ないため，

十分な知識や技能を身につけられるとは言い難い。さらに，知識や技能は定着していても，緊急時に対

応できる行動力がない場合には人命救助は行えない。そこで 各グループにそれぞれ異なる救急蘇生の

必要な事例を提示し，既習の知識を用いて対応を考えさせる活動を行い，その後，事例に対する解説を

提示することで，救急蘇生に関する新たな知識を身につけさせ，さらに，行動することの大切さに気づ

かせる。

追究する学習では，共通課題をもとに自ら追究課題を設定させる。具体的には，健康な生活のあり方

や病気の予防の仕方について提言したい内容を，っかむ学習で学んだ内容の中から自己選択させる。そ

して，インターネットや書籍などを用いて学習を深めさせ， I提言書Jとしてまとめさせる。これに続

くつなげる学習では，対話的な学びとして「提言書Jの交流活動を設定し，共通テーマ「病気は，どの

ような要因で起こるのだろうか。個人や集団の健康を保つために 社会の一員としてどのように生活し

ていこうと考えるか。」に対する考えを深めさせる。さらに 学習内容のまとまりごとに書き留めさせ

てきた気づきのメモも参考にさせながら これまでの学習全体を振り返らせ，共通テーマに対する最適

解を見いださせる。

(3)本学習のくくりの共通テーマと共通課題

共通テーマ | 
|個人や集団の健康を保つために，社会の一員としてどのように生活していこうと

(本質的な問いの i y巾
i考えるか(レベル41)階層レベル) I'.J r '-CV ''/ ¥. V ... / y ~ 

共通課題 |健康な生活のあり方や病気の予防の仕方について提言しよう。

4 本時について(本時6/18) 

(1 )本時の目標

|救急蘇生の際に留意すべき点を考察し，健康を守るための社会の取組をもとに，
{健康・安全につい l

|今後の自己の救急蘇生の取組について考え，
ての思考・判断)I 
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(2)学習過程

畿生徒の活動 ※期待する生徒の表れ

欝前時の学習内容を確認する。

議参学習課題を確認し 本時の見通しをもっ。

-指導上の留意点 。支援 0評価

-前時で考えた，事例に対する救急対応の内容を

再度確認するように伝える。

11 間生の同意すべき出弘今後の自己の救急艇の取組口町考えよ己ぺ|

議参事例に対する救急蘇生の一連の対応について，

解説を確認し，再度内容を見直す。

警警異なる事例同士でグループを組み， 自分が担当

する事例とその対応について発表し合う。

鯵救急蘇生の際に留意すべき点をグループで考え

る。

議議グループでまとめたことを発表する。

これまでの学習を踏まえ，ワークシートに自分

の考えを記入する。

※救急蘇生の際に留意すべき点を考察し，健

康を守るための社会の取組をもとに，今後

の自己の救急蘇生の取組について考え，ま

とめている。

警警本時の活動を振り返り，共通テーマについて考

えたことや気づいたことを「気づきのメモ」に

記入する。

-大学生からもらった解説を確認し，自分たちが

考えた内容に足りなかったことや，気がついた

ことなどを確認し，救急蘇生の一連の対応を見

直すように伝える。

-付け足した内容や，気がついたことを簡潔に発

表するように伝える。

-発表を開いている生徒は，共通する点や気がつ

いたことを，メモするように伝える。

-留意すべき点とその理由をまとめるように伝え

る。

O意見が出ないグループには，その場の環境や重
症度に着目するように助言する。

0意見がまとまったグループには，重要視する内
容を実践できるようにするためには，どうした

らよいかを考えるようにうながす。

-他のグループの発表を開いて，参考になったこ

とを，メモするように伝える。

-知識や技能，人の命を救おうとする態度や率先

した行動が大切であることを確認させる。

-これまで、の学習を通して考えたことや，今後の

自己の救急蘇生の取組について記入するよう伝

える。

0自分の考えをまとめることができない生徒には
社会の取組を確認させ，自分に何ができるかを

考えるようにうながす。

0自分の考えをまとめることができた生徒には，
他者へ発信するための方法を考えるようにうな

がす。

く〉本時の目標について，※印のような生徒の表れ

が見られたか。
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